








 

 幼児期、学童期、思春期等と末期症状時のそれぞれに応じた食事摂取量と体

重の変化を考察し食事の内容の再検討をするために7才より19才まで各年令層

のものを 8 名抽出し、昭和 50 年 7 月、10 月、昭和 51 年 7 月、10 月、昭和 52

年 7 月、10 月にわたり体重の推移について調べた結果、表Ⅰ.のとおりです。 

 これらの患者は障害度が5.6.7.8.の者で3年間の推移を表Ⅱの様に折れ線グ

ラフで示すとそのほとんどが横ばい状態にあり、当然発育期で増加すべきとこ

ろ逆に12才男子の場合には42kgより34.2kgと下降線をたどるという異常な結

果が出た。 

 又年令相当の体重に比較すると全員やせており、最高の差があるもので体重

の約半分しかない者もある。 


